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2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 自己点検・自己評価報告書 

１・学校の教育目標 

●業界で活躍できる人材の育成・輩出 

 『ゼロからプロになる』ための『人間力』を引き出す 

 

●東京デザイナー学院が求める人物像（アドミッションポリシー） 

 感動力を持つ 

 果敢にチャレンジする 

 自分らしさを育む 

 

２・本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

●就職 

 本年度の実績として               本年度実績を踏まえた目標 

・ 就職希望率   %              ・就職希望率 95.0% 

・ 就職決定率   %              ・就職決定率 100％ 

 

●進級継続 

 本年度実績として                               本年度実績を踏まえた目標 

 ・1 年次から 2 年次へ   ％          ・1 年次から 2 年次へ 87％ 

 ・1 年次から卒業へ    ％          ・1 年次から卒業へ  86％ 
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３・評価項目の達成及び取組状況 

（１） 教育理念・目標 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・学校の理念・目的・育成人材像はさだめられているか ４  ３  ２  １ 

・学校における職業教育の特色は何か ４  ３  ２  １ 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４  ３  ２  １ 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか ４  ３  ２  １ 

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.世界に目を向けたマーケットの情報を常に把握できる仕組みがない 

b.少子化が進む中、今後 100 年学校を目指すにあたり学校全体の経営ビジョンは考えられてはいるものの、遅々として進まない。また、そのマイン

ドが充分に理解されていない面もある 

c.専攻やカリキュラムも含めた学科編成の再構成についての検討・検証が必要 

d.保護者等に対する情報公開が不十分な面がある 

e.学校の教育理念等について、情報発信が弱い部分があり、積極的な改善も進んでいない 

 

② 今後の改善方策 

a.内部スタッフの活用だけでは限界があるため、外部機関等を活用した情報収集、分析を行う 

b.まずは本校の市場でのポジションを理解し、今後どのように社会へ貢献していくか、中長期的にビジョンを明確する戦略を検討する 

c.学科再編をするための新規プロジェクトが本年度より立ち上がっており、今後、具体的に検討を始めていく 

d.ホームページだけでは不十分なようであれば、書面で郵送する等の対応をする 
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e.現行のホームページが募集活動寄りの為、情報公開・情報発信の機能を充実させていく 

 

③ 特記事項 

e.各学校単位ではなく、法人として Adachi 学園全体で取り組む必要があり、学園本部にも要請をしていく 
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（２） 学校運営 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか ４  ３  ２  １ 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４  ３  ２  １ 

・運営組織や意志決定機能は規則等において明確化されているか、 有効に機能しているか ４  ３  ２  １ 

・人事、給与に関する規定等は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４  ３  ２  １ 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４  ３  ２  １ 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４  ３  ２  １ 

・情報システム化等による業務の効率化がはかられているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.組織としてのバナンスが稚拙で、それを改善しようとする意志も考動も脆弱である。前からの変化を望んでいないようにも感じられる 

b.学生情報の管理など旧式のシステムを利用しているため、情報の共有が不十分で、業務の進行が非効率的である  

c.業務のシステム化、効率化の改善が遅々として進まない 

 

② 今後の改善方策 

a.年度の途中で学校法人としての運営体制が一新されたため、これを機に業務全体の棚卸を行い、マネジメント層のスタッフの意識改革を行う 

b.学生情報を管理するための新システム（スクールリーダー教務システム）の導入し、1 年間かけて検証を行う。そのうえで、解決すべき課題を長

期的課題・中期的課題・単年度課題に分類し、優先順を付けて着手していく 

c.学校単体としてできることは限られているため、学校法人全体としての取り組みを図るよう、働きかけていく 
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（３）教育活動 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４  ３  ２  １ 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベルや 

 学習時間の確保は明確にされているのか 

４  ３  ２  １ 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているのか ４  ３  ２  １ 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫、開発などが実施され

ているか 

４  ３  ２  １ 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等がおこなわ

れているか 

４  ３  ２  １ 

・関連分野における実践的な職業教育（産業連携によるインターンシップ、実技、実習等）が体系的に位

置づけれられているか 

４  ３  ２  １ 

・授業評価の実施・評価体制はあるか ４  ３  ２  １ 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ４  ３  ２  １ 

・成績評価・単位認定、進級、卒業判定の基準は明確になっているか ４  ３  ２  １ 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４  ３  ２  １ 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか ４  ３  ２  １ 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保するなどマネジメント

が行われているか 

４  ３  ２  １ 

・関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のため

の取り組みがおこなわれているか 

４  ３  ２  １ 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか ４  ３  ２  １ 
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① 課題 

a.多様な適性を持った教職員を数多く抱えていながら、その成長を支援する研修制度の整備が立ち遅れている。内容としては技術面だけではなく、

社会人教育、キャリア教育としての研修も必要 

b.「助手」という職制上のポジションが、長期のキャリア形成における障害となっている 

 

② 今後の改善方策   

a.外部機関の活用も含め、変化する環境に適合できる研修を企画し実施に向けた長期的、具体的な計画を立案する。そのために必要な経費も予算化

し、各学科の研究室、研究費等の導入ついても検討する 

b.職制を改変し、次年度以降「助手」は「準専任」とし、専任教職員を目指す人材として、長期的なキャリア形成が行えるようにする 

 

③ 特記事項 

なし 
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（４）学修成果 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・就職率の向上がはかられているか ４  ３  ２  １ 

・資格取得率の向上がはかられているか ４  ３  ２  １ 

・退学率の低減が図られているか ４  ３  ２  １ 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４  ３  ２  １ 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.退学率の改善が進まない 

b.卒業生への支援が不十分。卒業生とのかかわり方が、教職員個々の関係性に依存する形になっている 

 

② 今後の改善方策 

a.カウンセリングルームの強化（スクールカウンセラーの増員、常駐日・常駐時間の増加など）多様なバックグラウンドを持って入学してくる学生

に対して、多様な働き方や生き方を提案できるスタッフの幅広い意味での拡充 

b.卒業生の状況を集約するためのシステムの構築（校友会の有効活用など） 

 

③ 特記事項 

なし 
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（５）学生支援 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学生相談に関する体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学生の健康管理を担う組織体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学生の生活環境への支援はおこなわれているか ４  ３  ２  １ 

・保護者と適切に連携しているか ４  ３  ２  １ 

・卒業生への支援体制はあるか ４  ３  ２  １ 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４  ３  ２  １ 

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みがおこなわれているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.高等学校との連携が不十分 

b.メンタル面で問題を抱えている学生に対するサポートが確立されていない 

c.在学生への学校独自の奨学金制度の確立が不十分 

 

② 今後の改善方策 

a.高等学校の連携を専門に行う部署・チームを創設し、関係高知奥の足掛かりを作ってゆく。具体的には、卒業生を輩出した高校現場へ定期的に情

報交換を目的とした訪問を実施し、関係強化につなげる 

b. メンタルの専門知識を持ったスタッフを拡充し、カウンセリング体制を強化。また、授業だけでなく日常生活も含めたサポート体制を確立する 
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c.在学生への奨学金制度の策定するための具体的な準備を始める（財源の確保、実施方法など） 

 

③ 特記事項 

a.b.いずれも組織的な支援体制を確立するための、人材確保が必要 
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（６）教育環境 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ４  ３  ２  １ 

・防災に対する体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.必要に応じた改修は行っているが、校舎の老朽化が進み、不具合（漏水、電気系統のトラブル）が多発している 

b.コロナの影響もあり海外研修が充分に実施できていない 

c.講師、学生も含めた防災訓練の実施が充分に実施できていない 

 

② 今後の改善方策 

a.年度予算に限りのある中、校舎についての各種不具合を整理し、長期・中期・単年度の改修計画を立案する。また改修は学生・職員の安全に関わ

る箇所から優先的に進めていく。 

b.コロナ禍も収束に向かいつつあるため、国内外を問わず、学生の研修を復活させる方向で学事イベントの調整に入る 

c.定期防災訓練の計画と実施。学生・非常勤講師への参加協力の徹底。シェイクアウト訓練の実施 
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（７）学生の受け入れ募集 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・学生募集活動は、適正に行われているか ４  ３  ２  １ 

・学生募集活動において、教育効果は正確につたえられているか ４  ３  ２  １ 

・学納金は妥当なものとなっているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.高校サイドから求められているニーズと、本校で提供している体験入学の内容に乖離が見られる 

b.改修後の各校舎の収容人数に見合った募集定員の見直し、及びそれに伴う学則変更 

c.学生募集イベントの人員配置など、効果的、効率的な学生募集活動への移行 

d.学納金が競合校と比較して高めに設定されている 

 

② 今後の改善方策 

a. 高等学校の連携を専門に行う部署・チームを創設し、定期的な高校現場への訪問活動で実態に即したニーズを掴む 

b.定員の見直し作業に着手し、現在作業を進めている。学則変更に向けて準備中 

c.現実に即した学生募集計画を立案し、学生募集イベントは緩急を付けて実施することにより効率的な人員配置を行っていく 

d.学納金、及び教科書教材研修費の見直し。物価が記録的な上昇を続けている中、次年度入学者ついては教科書教材研修費の徴収額を前年度よりも

減額した 

 

③ 特記事項 

なし 
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（８）財務 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４  ３  ２  １ 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４  ３  ２  １ 

・財務について会計監査が適正におこなわれているか ４  ３  ２  １ 

・財務情報公開の体制整備はできているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.情報は公開されているものの、財務状況について説明できる職員がほとんどいない 

 

② 今後の改善方策 

a.財務状況の積極的な情報公開に向けた、教職員を対象とする研修の実施 

 

③ 特記事項 

なし 
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（９）法令等の遵守 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４  ３  ２  １ 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４  ３  ２  １ 

・自己評価の実施と問題点の改善をおこなっているか ４  ３  ２  １ 

・自己評価結果を公開しているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.教職員によって個人情報の適切な管理についての知識の差が大きい 

 

② 今後の改善方策 

a.個人情報管理についての研修の実施。適切に情報を管理するための学内ルールの設定。管理設備（鍵付き書庫など）の拡充 

 

③ 特記事項 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行なっているか ４  ３  ２  １ 

・学生ボランティア活動を奨励、支援しているか ４  ３  ２  １ 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.地域貢献につついては限定的な関与に留まっている 

b.社会貢献は本年度より取り組みを始めたが、まだ充分とは言えない 

 

② 今後の改善方策 

a.本校の得意分野を活かした生涯学習プログラムの提供といった形で地域貢献の方法を模索する 

b.高校・中学・特別支援学校などへの出張授業の実施 

 

③ 特記事項 

これまでの実績 

a.地域貢献…御茶ノ水アートピクニック似顔絵コンテスト（商店街地域活性化） 

b.社会貢献…東京都特別支援学校への出張授業 
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（１１）国際交流（必要に応じて） 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・留学生の受け入れ・派遣について戦略を持っておこなっているか ４  ３  ２  １ 

・留学生の受け入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がおこなわれているか ４  ３  ２  １ 

・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学修成果が国内外で評価される取り組みをおこなっているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

a.留学生の支援にあたるスタッフの人員が不足しており、拡充できていない状況が続いている 

 

② 今後の改善方策 

a.スタッフ増員のための採用活動を継続しつつ、同じ法人内の日本語学校と連携し、入学前からの支援体制を構築する 

 

③ 特記事項 

なし 
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４・学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

１）世界市場に目を向けた教職員一人一人の意識改革 

各国がコロナ禍から急速に回復に向かう中、世界の政情・経済状況は加速度的に変化しつつある。教職員は、いま一度関心を学校外に向け、世の

中が今後どうなっていくかを注視しなくてはならない。特に市場の動向（高校現場からのニーズ、企業からのニーズ、競合校の動きなど）は絶え

ず変化しており、その動きを敏感に察知してマーケティングを行い、継続的にアップデーデートすることによって「100 年学校」を目指す。 

 

２）教職員の研修の充実 

 これまで教職員を対象とした「専攻分野における実務に関する研修」「指導力の修得・向上の研修」を行ってきたが、現時点では量・質ともに不足

している。１）で述べたように、絶え間ないアップデートを続けるためには、教職員の組織的な研修や、自己研鑽を奨励するための制度の充実が

必須となる。そのための計画立案と予算確保直近で行い、実施に際しては、外部の人的リソースも積極的に活用していく。 

 

３）適切な環境と学生支援体制の整備 

 校舎の老朽化に伴う設備の不調・不具合は、長期（5 年以内）・中期（3 年以内）短期（年度内）と、優先順位を付けて予算を確保し整備する。 

入学後の学生生活全般の支援には、カウンセリング体制を厚くし、カウンセリングルームの時間延長、スクールカウンセラーの増員を検討する。 

 

４）業務の効率化・適正化 

 旧式になり、業務の遂行に支障をきたしていた学生管理システムを、1 年かけて新しいシステムに入れ替える。同時に各部署の業務フローを見直 

し、全教職員がより効率的に業務の遂行ができるような機能的な組織体制に、この 1 年をかけて再編していく。 

また、法令順守の観点から、各教職委員によって理解度の差が大きい、個人情報の取扱いについて、この 1 年で学校としての明確なルールを策定 

する。 

 

以上 
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学校自己点検・自己評価委員会 

 

 

委 員 長 鈴木 正信 学校長 

副委員長 菅野 修 

委 員 竹田 卓司 

久坂 奏 

                       田中 新兵 

                       古田 千明  

                 田辺 啓太 

事 務 局 有賀 史彦 


